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第49回 日本泌尿器科学会中部総会 シンポジウム(IV)

「補助生殖技術の進歩 と適応」

一 司会者 の こ とば一

金沢大学医学部泌尿器科学教室(主 任:並 木幹夫教授)

並 木 幹 夫

関西医科大学泌尿器科学教室(主 任:松 田公志教授)

松 田 公 志

男性不妊症は,泌 尿器科学の一分野として長い歴史

があり,優 れた業績が蓄積 されてきた.し か し,明 確

な治療効果が得 られているのは,低 ゴナ ドトロピン性

性腺機能低下症,精 索静脈瘤,閉 塞性無精子症など,

限られた疾患だけである.男 性不妊症の多 くを占める

特発性精巣機能障害では,そ の発生機序が解明されて

いないことから,い まだ十分な治療法が開発されてい

ない.

体外受精や顕微受精などの補助生殖技術(ART)の

著 しい進歩は,男 性不妊症の治療を大きく変革した.

初期の体外受精では,試 験管の培養液の中でも受精の

ためには相当の精子の量 と質が必要であり,男 性不妊

症に対する治療成績は必ず しも満足できるものではな

かった.し かし,卵 細胞質内精子注入法(ICSI)の 開

発により,今 日では数個の生存精子さえ入手できれば

受精の可能性 があ り,こ れ まで絶対不妊 とされた

Klinefeltcr症 候群においてさえ妊娠挙児が報告 され

るようになった.ICSIに よって男性不妊症のすべて

の問題が解決されたとの風潮さえ一部に見られる.

しか し,ICSIに は,受 精する1個 の精子を人為的

に選別することの可否,不 妊症の原因である遺伝子異

常の子孫への伝播の可能性,流 産や出生児の奇形率な

ど,ま だ解決されていない多 くの問題があるのも事実

である.男 性不妊症患者を診療する泌尿器科医は,

ARTの 進歩の現状と問題点,適 応 を正 しく理解する

ことが求められる.

本シンポジウムでは,不 妊症診療のエキスパートで

ある婦入科医をゲス トに迎えARTの 進歩と成績を紹

介 していただくと共に,泌 尿器科での取 り組みを報告

した.ま た,ARTの 問題点についても整理 し,男 性

不妊症に対するARTの 適応について検討をお願いし

た.

補助生殖技術の進歩(小 辻)で は,ART開 発の歩

みを概説 し,現 状と問題点,適 応,さ らに将来の課題

について解説 していただいた.ま ず自然妊娠の達成を

目指すべ きであることが強調 されたのは印象深かっ

た.

補助生殖技術の臨床成績(宮 崎)で は,人 工授精か

ら精巣精子を用いたICSIま で,さ まざまなARTそ

れぞれの受精率,妊 娠率が,演 者の経験から紹介され

た.ICSIに おいて運動精子の利用が重要であること

が指摘された.

精巣上体精子採取法(奥 野)で は,顕 微鏡下精巣上

体精子吸引術 と経皮的精巣上体精子吸引術について概

説され,そ の治療成績も報告された.閉 塞性無精子症

患者の多 くは精路再建術で治療可能であるが,先 天性

両側精管形成不全では精巣や精巣上体からの精子採取

が唯一の治療法である.

精巣精子採取(北 村)で は,バ イオプティガンを用

いた採取法を含めた手技の紹介と共に,閉 塞性無精子

症や精巣機能障害による無精子症に対する精巣精子採

取の成績,妊 娠率が報告 された.精 巣機能障害患者で

の精子採取の適応や精子保存法について も検討 され

た.

遺伝子異常に対する対策(佐 々木)で は,Y染 色体

長腕上の精子形成に関与する遺伝子や,先 天性両側精

管形成不全に関連する嚢胞性線維症の遺伝子など,男

性不妊症と関連のある遺伝子異常について概説され,

さらに,こ れらの患者に対する将来の治療法の基礎実

験として,マ ウス精子,精 巣に対する遺伝子導入の実

験成果が報告された.現 時点では生殖細胞に対する遺

伝子治療は承認されていないが,ICSIに よる遺伝子

異常の子孫への伝播が問題 とされてお り,今 後議論さ

れるテーマと考えられる.

急速に進む少子化が社会全体として大きな問題にな

りつつある現在,挙 児を熱望する不妊症夫婦の治療

は,患 者の幸せの追求と共に社会政策としても重要と

思われる.そ の点でも不妊症の治療成績 を大 きく向上

させたARTの 功績は大きいが,一 方で,す べての夫

婦が望むのは,夫 婦の愛にはぐくまれた自然妊娠であ

ることに疑いはない.こ れからの不妊症診療では,泌

尿器科医と婦人科医が夫婦の妊孕力に関する情報を共

有 し,個 々の夫婦が最 も適した治療法を選択できるよ

うにサポー トしなければならない.本 シンポジウム



570 泌尿紀要46巻8号2000年

で,産 婦人科医と泌尿器科医がARTの 現状 と問題点

を討論できたことが,今 後の不妊症診療の適切な進歩

に役立てれば幸いである.シ ンポジス トの先生方,と

りわけ産婦人科の小辻,宮 崎両先生,最 後まで熱心に

討論いただいた会場の先生方,そ して,こ のテーマを

シンポジウムに取 り上げていただいた奥山明彦学会長

に謝意を表する,
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